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   Ｇ０４Ｇ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ  19/30     (2010.01)
   Ｇ０１Ｓ  19/23     (2010.01)
   Ｇ０１Ｓ  19/22     (2010.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０４Ｇ   3/00    　　　Ｚ
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   Ｇ０１Ｓ  19/23    　　　　
   Ｇ０１Ｓ  19/22    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月17日(2014.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　図７（Ａ）は、捕捉されるＧＰＳ衛星の数が７～８、衛星信号の強度が－１４５ｄＢｍ
、測位時間が１６時間の条件での実験結果であり、図７（Ｂ）は、捕捉される衛星数が３
～５、衛星信号の強度が－１４５ｄＢｍ、測位時間が１７時間の条件での実験結果である
。前者は、衛星信号の強度が小さいが測位計算に十分な数のＧＰＳ衛星が捕捉される受信
環境を想定したものであり、後者は、衛星信号の強度が小さく、測位計算に十分な数のＧ
ＰＳ衛星が捕捉されるとは限らない受信環境を想定したものである。図７（Ａ），図７（
Ｂ）のいずれのシミュレーション結果でも、真位置との距離が小さい順に、最頻値、中
央値、平均値であった。このシミュレーション結果から、測位計算により得られる位置の
最頻値または中央値を選択し、位置固定モードにおける受信点の位置情報としてＧＰＳ受
信機に設定することで、平均値を選択する場合と比較して１ＰＰＳの精度が向上すること
がわかる。
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